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ご注意 

 
① この装置の耐用年数は6年です。それ以降の使用は弊社にご相談ください。 

 

② この装置の修理可能期間は、製造終了後6年間とさせていただきます。 

 本マニュアルには、「外国為替及び外国貿易管理法」に定める戦略物資関連技術が含まれてい

ます。従って、本マニュアルを輸出する場合には、同法に基づく許可が必要とされます。なお、

本マニュアルを廃棄する場合は、完全に粉砕して下さい。 





INFONET-RX20 リモートルータ取扱説明書（設定・操作編）Vol.3 

iv 

１０章：データ別優先制御の設定 



はじめに 

v 

本書で使用される用語について 
用語の説明 

(1) 構成定義情報 

装置の運用に関する設定情報を示します。 

 
(2) ISDN リモートターゲット 

ISDN で接続する相手の名称を示します。 

 
(3) フィルタリング 

本取扱説明書でフィルタリングという表現があった場合は、中継するデータを限定する場合

と、遮断するデータを限定する場合の 2通りがあります。 

 
(4) IP アドレス 

本取扱説明書で使用している IP アドレスは、ローカルなネットワークで使用されるアドレス

として推奨されているものです（RFC(Request For Comments)1597）。したがって、本取扱説明

書中のアドレスを使用して、外部のネットワークと接続することはできませんので、ご注意下

さい。本取扱説明書の IP アドレスは、以下の範囲内のものです。 
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【AppleTalk スタティックルーティング】 → P７-18 【最大３２エントリ】 

項目名 内容 設定範囲 導入時の設定 設定レベル 有効時期 
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*** Set AppleTalk routing static zone table *** 



７ AppleTalk ルーティング 

７-27 

７.３ 便利な使い方をするための設定 

AppleTalk ルーティングの基本的な設定が終了した後、より便利に本装置の AppleTalk ルーティ

ングを使用するための設定について説明します。本節で説明する機能を以下に記述します。 





７ AppleTalk ルーティング 

７-29 

ATP TReq replay timer ･･･
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７.３.２ AppleTalk パケットフィルタリング（DDP
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【設定例】 











７ AppleTalk ルーティング 

７-41 

 

 

AppleTalk ルーティングメニューで”7”を選

択した場合 

 

【サービスフィルタリング（遮断）の設定】

*** EXP.: Set AppleTalk routing service filtering configuration (discard) ***
    1. change  2. delete  3. add  4. display  5. end � ”
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AppleTalk ルーティングメニューで”9”を選







７ AppleTalk ルーティング 

７-51 

 

 

AppleTalk ルーティングメニューで”10”を選
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propagate gateway 設定メニューで”2”を選

択した場合 

 

【propagate gateway リストの設定】

*** Set AppleTalk routing information propagate filtering (GW) data ***
    1. change  2. delete  3. add  4. display  5. end 
Select the number. [5]: 3← エントリを追加する場合は”3.add



７ AppleTalk ルーティング 

７-53 

target index ････････････ type に”Target id”

















７ AppleTalk ルーティング 

７-61 

 

７.４ オペレーション 

本装置では、コンソールより AppleTalk のエコーテストを行うことができます。 

AppleTalk のエコーテストは、オペレーションメニューで行います。各種オペレーションを行う













７ AppleTalk ルーティング 

７-67 

【項目の説明】 

(1) AARP 

send request packets ････
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７ AppleTalk ルーティング 

７-73 

send ZI packet ･･････････









８ ブリッジング 

８-3 

【アドレスフィルタリングテーブルに登録のないデータの扱い】 → P８-14  

項目名 内容 設定範囲 導入時の設定 設定レベル 有効時期 

source 

default 

送信元アドレスフィル

タリングテーブルに登

録のない装置からのデ

ータの扱い 

forward 

discard 
forward ○ リセット 
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【STP の設定】 → P８-26 

項目名 内容 設定範囲 導入時の設定 設定レベル 有効時期 



８ ブリッジング 

８-7 

 

８.２ 基本的な使い方をするための設定 

本節では、具体的に、ブリッジングの基本的な使い方をするための設定を、装置のコンソールを

使用して行う方法について説明します。設定を行うためには、Super モードに移行しておく必要が

あります（P２-4 参照）。 

 

（１）基本設定 

基本設定では、以下の項目について設定を行います。 

【ブリッジングの使用】 

【ISDN 接続相手の MAC 鐸¥'Pの�】 【 ブ リ ッ ジ ン グ � 設 定 】  
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*** Set basic configuration *** 【ブリッジングの使用】

<Basic configuration parameter(s)> 











８ ブリッジング 

８-13 
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【送信元／宛先アドレスフィルタリング設定メニュー】

*** Set static address filtering configuration *** 
1. default (handling of the other address that not include the filtering table)
2. source filtering data 
3. destination filtering data 
4. end 
Select the number. [4]: 

 



８ ブリッジング 

８-15 

 

 

送信元／宛先アドレスフィルタリング設定メニュ

ーで”2”を選択した場合 

 

【送信元アドレスフィルタリングテーブル】

*** Set source filtering configuration *** 
    1. change  2. delete  3. add  4. display  5. end 
Select the number. : 3← エントリを追科8x.搶鼾汲ﾚ2��FI �を�

*  sourceaddress [00:00:00:00:00:00] : xx:xx:xx:xx:xx:xx: receive inltefarce(1.LAN  2FR  3all) [3] : 2: 
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send dlci･･･････････････ send interface に”FR”を選択した場合、どの DLCI にフレー

ムを送信するかを設定します。全ての DLCI に送信する場合

は”*”を設定します。 

 
 

 

” 



８ ブリッジング 

８-17 

receive dlci ････････････ receive interface に”FR”を選択した場合、どの DLCI からの

フレームをフィルタリングの対象とするかを設定します。全

ての DLCI を対象とする場合は”*”を設定します。 

 

send dlci ･･･････････････ send interface に”FR”を選択した場合、どの DLCI にフレー

ムを送信するかを設定します。全ての DLCI に送信する場合

は”*”を設定します。 
 

 

【設定例】 

全ての端末からのフレームは中継したいが、（MAC アドレス=xx:xx:xx:xx:xx:xx）からのフレー

ムだけは廃棄したい。 

 

【アドレスフィルタリングテーブルに登録のないデータの扱いの設定】

<Static address filtering parameter(s)> 
    source default :forward 
    destination default :forward 
Do you change (y/n)? [n]: y 
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【プロトコルフィルタリング設定メニュー】







８ ブリッジング 

８-23 

*** Set basic configuration *** 【ブリッジングの使用】

<Basic configuration parameter(s)> 
    IP routing : not use 
    IP filtering : not use 
    IPX routing : not use 
    AppleTalk routing : not use 
    bridging : not use 
    SNMP : use 
Do you change (y/n)? [n]: y 
IP routing (1:use 2:not use) [2]:  
IP filtering (1:use 2:not use) [2]: 
IPX routing (1:use 2:not use) [2]:   

AppleTalk routing (1:use 2:not use) [2]:  
bridging (1:use 2:not use) [2]: 1 ← ブリッジングする場合は”1”を入力 

SNMP (1:use 2:not use) [1]: 



INFONET-RX20 リモートルータ取扱説明書（設定・操作編）Vol.3 

８-24 

 

【グループ／ローカルアドレスフィルタリング】

*** Set group/local address filtering configuration *** 
<Group/local address filtering table> 
    filtering    : not use 
Do you change (y/n)? [n]: y 
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【ブリッジング設定メニュー】

*** EXP.: Bridging configuration menu *** 
1. STP 
2. filtering database agetime 
3. bridge max forward delay 
Select the number. :1 ←STP を選択 

 



８ ブリッジング 

８-27 

お知らせ
 

bridge max age, bridge hello time, bridge for





８ ブリッジング 

８-29 

 





８ ブリッジング 

８-31 

 

【ブリッジング設定メニュー】

*** EXP.: Bridging configuration menu *** 
1. STP 
2. filtering database agetime 





８ ブリッジング 

８-33 

<LAN> 【ブリッジポートに関する情報】

interface :ISO8802-3 
port status :forwarding 
 
<ISDN#1>  <ISDN#2> 
operation status :add-loadsplit operation status :add-loadsplit
port status :forwarding port status :forwarding 
STP separate :off STP separate :off 
remote address :06xxxxxxx remote address :045xxxxxxx 
remote subaddress :1000 remote subaddress :2000 
lsplit :ISDN#2 
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STP separate････････････ スパニングツリードメイン分離の動作状態を表示します。本

装置では以下の２種類の状態があります。 

on ： スパニングツリードメインを分離する 



８ ブリッジング 

８-35 

８.４.２ ブリッジング機能に関する統計情報 
ブリッジングのポートの統計情報が表示されます。 

 

INFONET-RX20 Remote Router A V01.00 1998.02.26 





８ ブリッジング 

８-37 

 

８.４.３ STP の統計情報 
STP の統計情報を表示します。 

 

INFONET-RX20 Remote Router A V01.00 1998.02.26 【メインメニュー】

WAN topology ( 1) 1998/03/02 15:16:17 (   0 00:00:02) Super Mode
1. configuration display 
2. configuration set (normal) 
3. configuration set (expert) 
4. operation 
5. information 
6. shift to super mode 
7. exit from remote console or current mode 
Select the number. : 5 ←information を選択 

 

 
 

*** Information menu *** 【インフォメーションメニュー】

 1. IP interface status 
 2. IPX interface status 
 3. bridge port status 
 4. channel information 
 5. FrameRelay information 





９ 各種ログの表示 

９-1 

 

９ 各種ログの表示 
 

本章では、本装置で表示することができる各種ログの表示方法、および ISDN 回線エラーについ

て説明します。 

本装置で表示することができるログは、以下の６種類です。 

（１） エラーログ  

（２） ラインログがで�8ﾐグ  
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９ 各種ログの表示 

９-3 

 

【エラーログ表示画面】

seq uptime date  tid logid ecode 
--- ------------- ----------------------- --- -------- -------- 
000 0000:00:00.00 97/10/11 (sat) 13:03:48   0 00000000 00000000 
                                 #P_ON [V20.09-080797] 
Hit return or ESC or 'q' key: 





９ 各種ログの表示 

９-5 

 

【ラインログ表示画面】





９ 各種ログの表示 





９ 各種ログの表示 

９-9 

（２）実際の設定 

コンソールで実際にパケットを指定する方法を以下に示します。トラフィックログの設定は、拡

張設定で行います。設定を行うためには、Super モードに移行しておく必要があります（P２-4 参

照）。 

 

INFONET-RX20 Remote Router A V01.00 1998.02.26 【メインメニュー】

WAN topology ( 1) 1998/03/02 15:16:17 (   0 00:00:02) Super Mode
1. configuration display 
2. configuration set (normal) 
3. configuration set (expert) 
4. operation 
5. informaion 3 
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【トラフィックログの設定】

*** EXP.: Set traffic log table configuration *** 
 
    1. change  2. delete  3. add  4. display  5. end 
Select the number. [5]: 3← エントリを追加する場合は”3.add”を選択します※。 

source data type (1:IP address 2:recv interface) [1]: 
source IP address []: xxx.xxx.xxx.xxx 
   mask [255.255.255.255]: 
destination data type (1:IP address 2:dst interface) [1]: 
destination IP address []: yyy.yyy.yyy.yyy 
   mask [255.255.255.255]: 



９ 各種ログの表示 

９-11 

receive interface ･･･････ “souce data type”で”recv interface”を選択した場合に、受

信するインタフェースを設定します。 

 

destination data type ･･･ トラフィックロギングの対象を、宛先IPアドレスにするか、

送信インタフェースにするかを選択します。 
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【発信パケットログ表示画面】

1: 1997/10/15 (wed) 20:12:14 (000000cf:0000d470 0x400329c0(68)) 

 ISDN#1 Calling xxxxxxxxxx. 

 40 03 29 c0 40 03 29 c0 40 02 a3 00 20 00 00 00 @.).@.).@... ...

 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 04 00 04 ................

 80 00 00 00 00 00 00 1c 45 00 00 1c 00 0d 00 00 ........E.......

 01 02 18 21 c0 a8 01 01 e0 00 00 09 12 00 0d f6 ...!............

 e0 00 00 09                                     .... 

※：網になっているところが、発信の契機となったデータ部 

 

【項目の説明】 

上記画面例では、以下のことがわかります。 

①･ 1997 年 10 月 15 日（水）20:12:14 に発信･







９ 各種ログの表示 
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LCP Send/Receive MRU 

････････････････ 自局／相手局受信可能データ長を表示します。 

 

Link Status bad address 

････････････････ アドレスフィールド異常数を表示します。 

 

Link Status bad controls 

････････････････ 不正アドレスフィールドパケット受信数を表示します。 

 

Packets too long size 

････････････････ ロングパケット受信数を表示します。 

 

Receive terminal queue overflows 

････････････････ 受信待ち行列登録失敗数を表示します。 

 

 

(2) Driver Status and Statistics 

 

time････････････････････ コマンドを実行した時刻を表示します。 

 

Line type･･･････････････ 回線種別を表示します。 

 

Line Speed･･････････････ 回線速度（単位：bps）を表示します。 

 

Statistics 

Received NG CRC ･･･････ 受信時に CRC により破棄した回数を表示します。 

Received NG Rbit ･･････ 受信時に端数ビットにより破棄した回数を表示します。 

Received NG Short ･････ 受信時にショートフレームにより破棄した回数を表示しま

す。 



９ 各種ログの表示 

９-21 
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９.２ ＩＳＤＮ回線エラー 



１０ データ別優先制御 
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データ別優先制御設定メニューで”2”を選択

した場合 

 

【データ別優先制御の IP アプリケーションの設定】

*** EXP.: Set IP protocol table configuration **** 
<Protocol table (max 8 entries)> 
  no entry. 
 
    1. change  2. delete  3. add  4. end 
Select the number. [4]: 3← エントリを追加する場合は”3.add”を選択します※。
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データ別優先制御設定メニューで”6”を選択

した場合 
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【syslogd への障害通知機能の設定】 → P１１-10 

項目名 内容 設定範囲 導入時の設定 設定レベル 有効時期 

mode 

syslogdへの障害通知

機能を使用する／しな

い 

on 

off 
off ○ セーブ 

IP address 
障害を通知する端末の

IPアドレス 
IPアドレス形式 なし ○ セーブ 

err send 
トラップログの情報を

通知する／しない 

on 

off 
off ○ セーブ 

warning 

send off 



１１ 障害監視／通知機能 

１１-5 

 

１１.２ ＳＮＭＰ機能 









１１ 障害監視／通知機能 

１１-9 

１１.３ ｓｙｓｌｏｇｄへの障害通知機能 

本節では、具体的に、syslogd への障害通知機能を使用するための設定を、装置のコンソールを

使用して行う方法について説明します。syslogd への障害通知機能の設定は、









１１ 障害監視／通知機能 

１１-13 

Status ･･････････････････ 呼確立リミッタの状態。本装置では、以下の３種類がありま

す。 

bombarded ：呼確立リミッタが作動して、回線を強制切断している 

alert-100 ：呼確立リミッタが作動したが、回線を強制切断していない 

alert-90 ：累積時間が規定時間の 90％を超えている 

 

Time ････････････････････ この状態になった時刻。 

 

 











 １１.４. 
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*** Operation menu *** 【オペレーションメニュー】

  ・ 
 ・ 
 8. remote console 
 9. echo test 
10. change password 
  ・
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１２.２.１ MAC フレームのトレースの設定 
MAC フレームのトレースの設定例を示します。MAC フレームのトレースでは，トレースモード，

MAC アドレス（宛先／送信元）およびインタフェースにより，トレースする MAC フレームを限定す

ることができます。                               

 

*** Frame trace configuration *** 【フレームトレース設定画面】

<Frame trace current mode> 
    trace :off 
    trace frame type : 
Select the trace frame type (1.MAC 2.IP 3.IPX 4.AppleTalk 5.ISDN Dch *.all) []:1



１２ フレームトレース機能 

１２-5 

 

mode トレースするフレームの種類 

1 WAN 側のノード（remote address で指定）宛に送信するフレーム、およびそ

のノードから受信したフレームをトレースする 

2 LAN 側のノード（local address で指定）宛に送信するフレーム、およびその

ノードから受信したフレームをトレースする 

3 ブロードキャストのフレームをトレースする 

1,2 WAN 側のノード（remote address で指定）から LAN 側のノード（local address

で指定）宛に送信するフレーム、おらR
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１２-8 

１２.２.４ AppleTalk フレームのトレースの設定 
AppleTalk フレームのトレースの設定例を示します。AppleTalk フレームのトレースでは，プロ

トコル種別（RTMP, NBP, ZIP 等），および AppleTalk アドレス（宛先／送信元）によりトレースす

るAppleTalkフレームを限定することができます。トレースするAppleTalkフレームの設定方法は，

定







１７
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１２-14 

－ (n) 

  ドライバでの制御情報を示します。 

   0x80KKLLLL････････ 遅延タイムアウトによるフレームの廃棄禁止 

   0x40KKLLLL････････ FCS 有りのフレーム 

 

   KK: データ別優先制御機能の優先順位 

      00: 優先（



１３ 保守機能 

１３-1 

 

１３ 保守機能 
本章では、FTP で設定情報をダウンロードし、バックアップをとっておくことができます。 

以下に、遠隔地の FTP クライアントから、設定情報をダウンロードする手順を説明します。例と

して、FTP クライアントに Windows®95 を使用します。 

 

（１）遠隔地の端末で、MS-DOS プロンプトを起動します。 

Windows®95 で「スタート」→「プログラム」→「MS-DOS プロンプト」を選択し、MS-DOS プ

ロンプトを起動します。 

 

（２） ftp で本装置にログインします。 

ftp で本装置にログインするためには、”ftp 本装置の IP アドレス”と入力し、リターンを押
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付録 A-2 

本装置と、コンソール端末を接続する場合、ケーブルの配線は以下のようにしてください。 

 

1.×

2.RD

3.SD

4.DTR

5.SG

6.DSR

7.RS

8.×

9.×
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